
市町 UPZ内（人）

舞鶴市 5,127（2,652）

綾部市 207（207）

南丹市 724（724）

京丹波町 81（81）

京都市 44（44）

合計 6,183（3,708）

京都府のUPZ内における在宅の避難行動要支援者の防護措置

Ø 在宅の避難行動要支援者及び同居者並びに屋内退避や避難に協力してくれる支援者に対し、防災行政無線、広
報車、緊急速報ﾒｰﾙｻｰﾋﾞｽ、ＴＶ、ﾗｼﾞｵ等を用いて情報提供を行い、在宅の避難行動要支援者の屋内退避・一時移
転等を実施。

Ø 支援者の同行により、地域住民と一緒に避難できる在宅の避難行動要支援者は、一時移転等が必要となった場合、
関係市町が準備した避難先に一時移転等を行う。なお、介護ﾍﾞｯﾄﾞ等が必要な在宅の避難行動要支援者は京都府
災害時要配慮者避難支援ｾﾝﾀｰに依頼し避難先を確保。

Ø 支援者のいない者については、今後支援者を確保していく。また、支援者を確保できない場合においても、関係市
町職員、自治会、消防職員・団員等の協力により屋内退避・一時移転等ができる体制を整備。

UPZ 内の在宅の避難行動要支援者数（暫定値）

なん たん し

きょう たん ば ちょう

※ （ ）内は支援者有り
※ 平成29年1月現在
※ 京都市他府内市町に避難先を確保

同居者・支援者

関係市町職員
・消防団員等

連絡等

協力在宅避難行動
要支援者

屋内退避

防災行政無線・広報車、緊急速報メール
サービス・TＶ・ラジオ等による情報提供

関係市町原子力災害対策本部等

一時移転等

移動

支援センターが手配した避難施設

避難先 福祉避難所等
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京都府におけるUPZ内の一般住民の防護措置

Ø 国の原子力災害対策本部は、緊急時ﾓﾆﾀﾘﾝｸﾞの結果に基づき、OIL１に該当すると特定された区域
及びOIL２に該当すると特定された区域に対し一時移転等を指示。

Ø 国の原子力災害対策本部の指示に基づき、当該区域の関係市町原子力災害対策本部等より、防
災行政無線、広報車、緊急速報ﾒｰﾙｻｰﾋﾞｽ、ＴＶ、ﾗｼﾞｵ等を用いて一時移転等の指示を伝達。

Ø 当該住民は避難計画で定めている避難先へ一時移転等を実施。
Ø 京都府では、渋滞抑制の観点から、原則ﾊﾞｽによる移動を実施。

＜UPZ内市町の避難先＞

※ 平成29年4月1日時点

関係市町原子力災害対策本部等

一時移転等の指示

屋内退避

※バス等による移動

一時移転等対象者

徒歩等

バス等

避難先施設

一時集合場所

住民

市町名 府内避難先 府外避難先

舞鶴市
79,354人

京都市、宇治市、城陽市、向日市

兵庫県
神戸市、尼崎市、

西宮市
（合計62,928人）

徳島県
鳴門市、松茂町、

北島町
（合計16,426人）

綾部市
1,600人

福知山市、亀岡市

兵庫県

たつの市、太子町、

佐用町

（合計1,600人）

南丹市
3,352人

南丹市内 洲本市、南あわじ市
（合計3,352人）

京丹波町
278人

京丹波町内 芦屋市
（合計：278人）

京都市
301人

京都市内 －

きょうたん ば ちょう

なん たん し

じょうよう し むこ う し

たい し ちょう

す もと し
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舞鶴市におけるUPZから避難先施設までの主な経路
まい づる し

三段池公園

長田野公園体育館

UPZ
PAZ

丹波自然運動公園

【主な府外避難経路①（神戸市、尼崎市、西宮市） 】
府道28号→舞鶴東IC→舞鶴若狭自動車道→吉川JCT→中国
自動車道→（神戸市：神戸三田ＩＣ→六甲北有料道路、尼崎
市・西宮市：宝塚ＩＣ→県道42号線）

【主な府外経路②（鳴門市、松茂町、北島町） 】

府道28号→舞鶴東IC→舞鶴若狭自動車道→吉川JCT→中国
自動車道→神戸三田IC→六甲北有料道路→神戸北IC→山陽
自動車道→神戸西IC→神戸淡路鳴門自動車道→鳴門北IC

鳴門市

北島町
松茂町

【凡例】
京都府が準備する避難
退域時検査場所候補地

(C)2015ZENRIN(Z05E-第175号)

舞鶴市

【主な避難経路】
国道１７５号→府道５５号→国道９号→
丹波ＩＣ→京都縦貫自動車道→大山崎
ＪＣＴ→京滋バイパス→宇治西ＩＣ

【広域避難先（府外避難）】
徳島県

＜倉梯、倉梯第二＞
鳴門市（市立大津西小学校屋内運動場、他30か所）
＜三笠＞
松茂町（松茂町役場、他9か所）
＜倉梯第二＞
北島町（北島町総合庁舎内（公民館）、他19か所）

※避難元地区はいずれも小学校区表記

【広域避難先（府外避難）】
兵庫県

＜志楽、朝来、大浦、新舞鶴、中舞鶴、

与保呂､池内、高野＞

神戸市 （東灘体育館、他71か所）

＜余内、吉原､明倫＞
尼崎市（中央地区会館、他59か所）

＜中筋、池内、福井、由良川＞
西宮市（勤労会館、他37か所）

※避難元地区はいずれも小学校区表記

し らく あせく

よ ほ ろ

あまうち めいりん

なかすじ ゆ ら がわ

くらはし

【広域避難先(府内避難）】

京都市・宇治市・城陽市・向日市

＜志楽、朝来、大浦、新舞鶴、三笠、倉梯、

倉梯第二、与保呂、中舞鶴、余内、明倫＞
京都市（京都市東山青少年活動セン
ター、他119か所）
＜池内、中筋、由良川＞
宇治市（伊勢田小学校、他31か所）
＜高野、福井＞
城陽市（寺田南小学校、他13か所）
＜吉原＞
向日市（市民体育館）
※避難元地区はいずれも小学校区表記

じょうよう し むこう し

し らく あせく くら はし

よ ほ ろ あまうち めい りん

Ø 地域毎にあらかじめ避難経路を設定。自然災害等により避難経路が使用できない場合は、他のﾙｰﾄ
を活用し避難を実施。

【主な避難経路】
国道２７号→舞鶴西ＩＣ→舞鶴若狭自動車道→
綾部ＪＣＴ→京都縦貫自動車道→京丹波みず
ほＩＣ→国道１７３号→国道９号→丹波ＩＣ→京
都縦貫自動車道→沓掛ＩＣ
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綾部市におけるUPZから避難先施設までの主な経路
あや べ し

三段池公園

UPZ

PAZ

丹波自然運動公園

【主な府外避難経路】

府道1号→国道27号→府道8号→府道77号→綾部IC →舞鶴若狭自動車

道→吉川JCT →中国自動車道→（たつの市・太子町：福崎ＩＣ→播但連

絡有料道路→山陽姫路東ＩＣ→山陽自動車道→龍野ＩＣ（至たつの市）、

山陽姫路西ＩＣ（至太子町）、佐用町：佐用IC）

【広域避難先（府外避難）】
兵庫県

＜東八田（大又自治会）＞
たつの市（揖保川ときめきセンター）

＜中上林＞

太子町（町民体育館、他7か所）

＜奥上林＞

佐用町（上月体育館、他1か所）

【広域避難先（府内避難）】
亀岡市

＜奥上林、中上林、東八田（大又自治会）＞

亀岡市（亀岡高等学校、他19か所）

Ø 地域毎にあらかじめ避難経路を設定。自然災害等により避難経路が使用できない場合は、他の
ﾙｰﾄを活用し避難を実施。

おくかんばやし なかかんばやし ひがしや た おおまた

ひがしやた おおまた

なかかんばやし

たいしちょう

おくかんばやし

さ ようちょう

佐用町

亀岡市

【広域避難先（府内避難）】
福知山市

＜奥上林、中上林、東八田（大又自治会）＞
福知山市（福知山高等学校、他6か所）

おくかんばやし なかかんばやし ひがしや た おおまた

【凡例】
京都府が準備する避難
退域時検査場所候補地

【主な府内避難経路②】

府道1号→国道27号→府道8号→

府道77号→府道74号

(C)2015ZENRIN(Z05E-第175号)

綾部市

綾部市中央公民館

【主な避難経路①】
府道1号→国道27号→京丹波わちIC→京都縦貫自
動車道→京丹波みずほIC→国道173号→国道9号
→丹波ＩＣ→京都縦貫自動車道→亀岡IC

福知山市
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南丹市におけるUPZから避難先施設までの主な経路
なん たん し

【主な府外避難経路】
国道162号→府道12号→国道27号→国道9号→国道173
号→国道372号→県道306号→但南篠山口IC→舞鶴若狭
自動車道→吉川JCT→中国自動車道→神戸三田IC→六
甲北有料道路→神戸北IC→山陽自動車道→三木JCT→
山陽自動車道→神戸西IC→神戸淡路鳴門自動車道→
（洲本市：洲本IC、南あわじ市：淡路島南ＩＣ）

UPZ PAZ

丹波自然運動公園

【広域避難先（府外避難）】
兵庫県

＜福居、盛郷、豊郷、鶴ヶ岡、高野、知井、平屋（内久保、

大内、荒倉、野添、安掛）＞

洲本市（洲本市文化体育館 他8か所)

＜平屋（深見、長尾、又林、上平屋、下平屋）、大野、宮島＞

南あわじ市（阿那賀地区公民館、他8か所）

Ø 地域毎にあらかじめ避難経路を設定。自然災害等により避難経路が使用できない場合は、他の
ﾙｰﾄを活用し避難を実施。

ふく い もり さと とみ さと ち い ひら や うち く ぼ

おおうち あらくら の ぞえ あ がけ

あ な が

またばやし かみひらや しも ひら や

す もと し

なんたん し

洲本市

【凡例】
京都府が準備する避難
退域時検査場所候補地

【避難先（市内避難）】

南丹市内

＜福居、盛郷、豊郷、鶴ヶ岡、高野、知井、平屋、大
野、宮島＞
南丹市（園部北部コミュニティセンター、他12か所)

なんたん し

(C)2015ZENRIN(Z05E-第175号)

【主な避難経路】
国道162号→府道12号
→国道27号→国道9号

南丹市
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京丹波町におけるUPZから避難先施設までの主な経路
きょう たん ば ちょう

UPZ

PAZ

【広域避難先（府外避難）】
兵庫県

＜上乙見、西河内、下粟野、細谷、上粟野、仏主＞
芦屋市（芦屋市立朝日ヶ丘小学校、他３か所）

丹波自然運動公園

【主な府外避難経路】
府道51号→府道12号→国道27号→国道9号→丹波
IC→京都縦貫自動車道→大山崎JCT→名神高速道
路→吹田JCT→西宮IC→国道43号

かみおと み にしかわ うち しも あわの ほそたに かみあわの ほどす

芦屋市

【凡例】
京都府が準備する避難
退域時検査場所候補地

【避難先（町内避難）】

京丹波町内

＜上乙見、西河内、下粟野、細谷、上粟野、仏主＞
京丹波町（三ノ宮基幹集落センター、山村開発センターみずほ）

きょうたんばちょう

(C)2015ZENRIN(Z05E-第175号)

京丹波町

【主な避難経路】
府道51号→府道12号→国道27号→国道9号

かみおと み にしかわ うち しも あわの ほそたに かみあわの ほどす

Ø 地域毎にあらかじめ避難経路を設定。自然災害等により避難経路が使用できない場合は、他の
ﾙｰﾄを活用し避難を実施。
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Ø 地域毎にあらかじめ避難経路を設定。自然災害等により避難経路が使用できない場合は、他の
ﾙｰﾄを活用し避難を実施。

京都市におけるUPZから避難先施設までの主な経路

PAZ
UPZ

ゼミナールハウス
①

②③

【避難先（市内避難）】
京都市

＜左京区（久多、広河原）、右京区（京北

上弓削町上川行政区）＞

京都市（京北第三小学校、花背山の家、大
原小中学校）

かみゆげちょう

く た ひろ がわら けいほく

はなせ

だい こく だに

大黒谷キャンプ場

はな せ

花背山の家

【主な避難経路】

①府道110号→府道781号 →国道367号
②府道38号→国道477号
③国道162号

【凡例】
京都府が準備する避難
退域時検査場所候補地

京都市が準備する簡易
検査場所候補地

(C)2015ZENRIN(Z05E-第175号)

京都市
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自然災害等により孤立した場合の対応（京都府）

Ø UPZ内では全面緊急事態となった場合、屋内退避を行う。その後、住民避難等の指示が出た場合には、一時移転等を実施。
Ø UPZ内の半島及び沿岸部、中山間地域については、自然災害の発生等により、道路が使用できず住民が孤立した場合に備
え、臨時ﾍﾘﾎﾟｰﾄを整備。また、海路や空路での避難体制が整うまでは、放射性防護施設を含む屋内退避施設にて屋内退避
を実施し、避難体制が十分に整った段階で一時移転等を実施。

Ø また、道路等の管理者は、孤立した地区の避難路を優先して、迅速かつ的確な道路啓開、仮設等の応急復旧を行い､早期の
道路交通の確保に努める。

※ 利用する港については、被災状況等を考慮し選定

※ 不測の事態により確保した輸送能力で対応できない場合など、関係自治体の要請により実動組織（警察、消防、海保庁、自衛隊 ）が必要に応じ支援を実施

Ｈ

Ｈ

Ｈ

船舶による避難

ヘリによる避難 水ヶ浦漁港

田井漁港

成生漁港

野原漁港

半島部（例）舞鶴市大浦半島

大浦会館
放射線防護施設
（収容可能者数：60人）
屋内退避施設

（収容可能者数：150人）

大浦小学校

屋内退避施設
（収容可能者数：300人）

大浦小学校
グラウンド

大丹生コミュニティ
センターグラウンド

舞鶴火力発電所桟橋

西大浦漁港

大丹生コミュニティセンター
屋内退避施設

（収容可能者数：270人）

おお にゅう

竜宮浜漁港
りゅうぐうはま

成生漁村センター

屋内退避施設
（収容可能者数：60人）

なり う

田井漁村センター

屋内退避施設
（収容可能者数：100人）

た い

田井コミュニティセンター
グラウンド

中山間地域（例）綾部市奥上林地区

八代・川原・小仲

Ｈ

奥上林研修センター
ｸﾞﾗｳﾝﾄﾞ

奥上林公民館
（綾部市林業者等健康管理センター）

放射線防護施設
（収容可能者人数：140人）

：放射線防護施設（収容可能者数）

Ｈ ：ヘリポート適地等
：漁港施設

：放射線防護施設以外の屋内退避
施設（収容可能者数）

＜凡例＞

おく かん ばやし

こ なかかわ ら
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滋賀県におけるUPZ内の学校・保育所等の防護措置

教育機関数
（機関）

児童・生徒
数（人）

保育所・
幼稚園等 0 0

小学校 1 3

中学校 0 0

高等学校 0 0

特別支援
学校 0 0

合計 1 3

UPZ 内の教育機関数

平成29年3月28日時点

国原子力
事業者

引き渡し

校内に学校災害対策本部等を設置

屋内退避指示

滋賀県

引き渡しが出来なかった児童等と職員の避難

一時移転等指示

保護者へ
引き渡し

「学校防災マニュアル」
によって行動開始教育機関

保護者

警戒事態発生
（例 大地震（震度6弱）、大津波）

避難先

全面緊急事態に事態が進展

屋内退避（校舎内）

Ø 滋賀県では、警戒事態発生時に、UPZ内に位置する保育所・幼稚園、小学校及び中学校等毎に校長等を本部長と
する学校災害対策本部等を設置する。

Ø 全ての学校・保育所において学校原子力災害時避難計画を策定済であり、学校災害対策本部等は高島市災害対
策本部や高島市教育委員会等の指示により警戒事態において、学校等の対応及び保護者の迎え等について保護
者あてに連絡（ﾒｰﾙ配信等）し、児童等の帰宅又は保護者への引き渡しを実施。全面緊急事態までに保護者への
引き渡しを完了する。

Ø 引き渡しができない児童等は、屋内退避（校舎内）を実施する。その後、事態が悪化し、高島市災害対策本部から
一時移転等の指示が出された場合は、職員等とともに一時移転等を行い、避難先において保護者に引き渡す。

保護者への連絡及び引き渡しの実施

全面緊急事態までに引き渡しを完了

高島市・
教育委員会

連絡・指示
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